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よ
り
、
前
者
と
同
じ
く
信
仰
箇
条
と
し
て
宣

言
さ
れ
た
。
祝
日
は
八
月
一
五
日
、
一
級
大

祝
日
、典
礼
色
白
色
。
一
級
大
祝
日
は
降
誕
、

復
活
、
聖
霊
降
臨
に
並
び
守
ら
れ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
百
科
辞
典
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）

一
九
三
五
年
初
版
。

『
マ
リ
ア
―
―
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る

恵
み
と
希
望
』
教
文
館
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月

本
号
が
マ
リ
ア
を
主
題
と
し
た
の
は
、
こ

の
文
書
の
出
版
が
契
機
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
聖
公
会
と
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
国
際
神
学
委
員
会
と
の
合
意
声
明
の
文
書

で
あ
る
。

世
界
の
教
会
、
教
派
の
再
一
致
運
動
、
エ

キ
ュ
メ
ニ
カ
ル･

ム
ー
ヴ
メ
ン
ト
（E

c
u

m
e

n
i

c
a

l
M

o
v

e
m

e
n

t

）
は
一
九
世
紀
以
来
、

さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
最

近
の
例
の
一
つ
と
し
て
、
英
国
教
会
（
イ
ギ

リ

ス

国

教

会

、

T
h

e
C

h
u

r
c

h
o

f

E
n

g
l

a
n

d

、
そ
の
系
統
と
し
て
日
本
で
は

聖
公
会
）
と
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

深
い
交
流
へ
の
動
き
が
あ
る
。

英
国
教
会
は
一
六
世
紀
、
ヘ
ン
リ
ー
八
世

が
離
婚
を
認
め
な
い
ロ
ー
マ
教
皇
か
ら
離
反

し
、
み
ず
か
ら
そ
の
首
長
と
な
っ
て
樹
立
し

た
国
教
会
で
あ
り
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
の
時
、

祈
祷
書
、
礼
拝
式
文
（
一
五
五
九
年
）
と
三

九
箇
条
の
信
条
（
一
五
六
三
年
）
が
確
定
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と

カ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
と
、
前
者
に
属
し
、
ま

た
ブ
リ
ッ
ジ
・
チ
ャ
ー
チ
（
橋
わ
た
し
、
中

間
の
教
会
）
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

再
一
致
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
り
、
両
者

の
交
流
は
深
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
難
題

の
一
つ
が
、
マ
リ
ア
の
教
義
な
の
で
あ
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
前
述
の
二
つ
の
教
義
を

取
り
消
さ
な
い
ま
ま
に
、
そ
の
解
釈
を
改
め

て
、
英
国
教
会
、
聖
公
会
と
の
マ
リ
ア
教
義

の
理
解
の
一
致
を
求
め
よ
う
と
し
た
。
そ
し

て
そ
の
結
論
が
こ
の
文
書
な
の
で
あ
る
。

一
九
八
一
年
の
合
意
点

両
教
会
の
委
員
会
は
一
九
七
二
年
か
ら
合

同
委
員
会
を
結
成
し
、
定
期
的
に
対
話
の
機

会
を
設
け
て
き
て
い
る
。
マ
リ
ア
に
つ
い
て

は
、
一
九
八
一
年
、
次
の
よ
う
に
合
意
と
相

違
点
を
発
表
し
て
い
る
。

(1)
「
わ
れ
わ
れ
は
、
神
と
人
と
の
間
の
仲

介
者
は
た
だ
一
人
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
で
あ

る
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
こ
の
主
張
を
不
明

瞭
に
す
る
よ
う
な
マ
リ
ア
の
役
割
に
つ
い
て

の
ど
ん
な
解
釈
も
排
斥
す
る
。
」

（
マ
リ
ア
の
役
割
は
キ
リ
ス
ト
の
唯
一
の
仲

介
を
損
な
わ
な
い
）
。

⑵
「
わ
れ
わ
れ
は
さ
ら
に
、
マ
リ
ア
に
つ
い

て
の
キ
リ
ス
ト
教
的
理
解
が
キ
リ
ス
ト
と
教

会
に
関
す
る
教
義
と
分
か
ち
が
た
く
結
ば
れ

て
い
る
こ
と
を
も
共
に
認
め
て
い
る
。
」

（
マ
リ
ア
に
関
す
る
理
解
は
教
会
に
関
す
る

教
義
と
不
可
分
で
あ
る
）。

⑶
「
ま
た
マ
リ
ア
の
祝
日
を
守
り
、
諸
聖

人
の
交
わ
り
の
中
で
彼
女
を
崇
敬
し
つ
つ
、

受
肉
し
た
神
の
母
（
テ
オ
ト
コ
ス
）
で
あ
る

マ
リ
ア
が
受
け
た
恩
恵
と
独
特
な
使
命
を
共

に
承
認
し
て
い
る
。
」

（
受
肉
し
た
神
の
母
マ
リ
ア
は
独
特
の
恩
恵

と
使
命
を
受
け
た
）
。

⑷
「
わ
れ
わ
れ
は
彼
女
が
わ
れ
わ
れ
の
贖

い
主
の
母
と
な
る
た
め
に
神
の
恩
恵
に
よ
っ

て
準
備
さ
れ
た
こ
と
を
共
に
認
め
て
い
る
。」

（
マ
リ
ア
は
人
間
の
贖
い
主
の
母
と
な
る
た

め
に
神
の
恩
恵
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
）
。

⑸
「
マ
リ
ア
自
身
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
に
よ

り
贖
わ
れ
、
栄
光
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
」
。

⑹
わ
れ
わ
れ
は
さ
ら
に
マ
リ
ア
が
す
べ
て

の
キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
聖
性
、
従
順
、
信

仰
の
模
範
で
あ
る
こ
と
を
も
共
に
認
め
て
い

る
。
」

（
マ
リ
ア
は
全
キ
リ
ス
ト
者
の
理
性
、
従
順
、

信
仰
の
模
範
）
。

⑺
わ
れ
わ
れ
は
キ
リ
ス
ト
の
受
肉
の
前
で

も
後
で
も
彼
女
が
神
の
教
会
を
表
す
預
言
的

象
型
で
あ
っ
た
と
み
な
し
う
る
こ
と
も
承
認

し
て
い
る
。
」

（
一
九
九
五
年
、
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二

世
は
「
回
勅
」
（
聖
書
と
同
等
の
権
威
を
持

つ
）
の
中
で
、
「
神
の
母
で
あ
り
、
教
会
の
イ

コ
ン
（
像
）
、
キ
リ
ス
ト
の
弟
子
た
ち
と
全
人
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聖
母
マ
リ
ア

滝
沢

陽
一

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
て

美
術
ガ
イ
ド
・
ブ
ッ
ク
を
片
手
に
、
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
を
歩
き
ま
わ
っ
て
い
た
時
の
こ
と

で
あ
る
。
古
い
石
造
り
の
町
並
み
が
続
い
て

い
た
町
角
に
、
一
軒
、
正
面
の
ド
ア
が
開
い

て
ひ
と
り
の
中
年
の
女
性
が
出
て
き
た
が
、

ふ
と
中
に
ろ
う
そ
く
の
火
が
見
え
た
よ
う
な

気
が
し
た
。
中
に
入
っ
て
み
る
と
、
や
は
り

礼
拝
堂
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
縦
横
六
，
七

米
と
狭
く
、
ベ
ン
チ
が
左
右
三
つ
づ
つ
並
べ

ら
れ
、
聖
壇
は
花
に
飾
ら
れ
、
ろ
う
そ
く
が

各
所
に
と
も
さ
れ
、
敬
虔
な
思
い
に
さ
せ
ら

れ
た
。

し
か
し
、
気
が
付
く
と
、
正
面
に
立
っ
て

い
る
の
は
聖
母
マ
リ
ア
像
で
あ
っ
た
。
ま
わ

り
を
見
迴
し
て
み
た
が
、
何
処
に
も
キ
リ
ス

ト
像
が
無
い
。
十
字
架
も
無
い
。

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
聖
母
マ
リ
ア
を
後
述

の
よ
う
に
神
格
化
し
、
マ
リ
ア
に
崇
敬
の
祈

り
を
さ
さ
げ
て
き
た
。
礼
拝
堂
の
内
外
に
、

路
傍
に
、
ま
た
奇
跡
の
現
場
に
は
、
必
ず
マ

リ
ア
が
現
れ
た
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
一
連

の
事
と
し
て
「
マ
リ
ア
堂
」
が
庶
民
の
手
で

造
ら
れ
、
そ
の
町
の
守
護
神
、
心
の
拠
り
ど

こ
ろ
と
し
て
、
朝
に
夕
に
花
や
ろ
う
そ
く
を

供
え
て
、
祈
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア

ラ
テ
ン
語
の
「
天
使
祝
詞
」の
冒
頭
の
句
。

ラ
テ
ン
語
の

a
v

e
r

e
r

e

ア
ヴ
ェ
レ
ー
レ

（
幸
い
で
あ
る
）
か
ら
来
た
あ
い
さ
つ
（
呼

び
か
け
）
の
こ
と
ば
。

天
使
祝
詞
（
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
）

め
で
た
し
聖
寵
満
ち
満
て
る
マ
リ
ア

主
お
ん
み
と
と
も
に
ま
し
ま
す

お
ん
み
は
女
の
う
ち
に
て
祝
せ
ら
れ

ご
胎
内
の
御
母
聖
マ
リ
ア

罪
び
と
な
る
わ
れ
ら
の
た
め
に

今
も
臨
終
の
と
き
も
祈
り
た
ま
え

ア
ー
メ
ン
。

（
ル
カ
一
・
二
八
、
四
二
）
（
文
語
）

ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
は
ロ
ザ
リ
オ
の
珠
を
繰

り
な
が
ら
「
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
」
を
唱
え
る

が
、
「
一
連
」
は
一
つ
の
主
の
祈
り
、
十
の
天

使
祝
詞
、
一
つ
の
栄
唱
（
頌
栄
）
か
ら
成
り
、

五
連
で
一
環
と
な
る
。
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
を

唱
え
る
時
、
天
使
祝
詞
（
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
）

は
五
〇
回
と
な
え
る
こ
と
に
な
る
。
マ
リ
ア

崇
敬
の
ほ
ど
が
知
ら
れ
る
。

聖
マ
リ
ア
無
原
罪
の
御
宿
り

一
八
五
四
年
教
皇
ピ
ウ
ス
九
世
に
よ
り
、

信
仰
箇
条
と
し
て
宣
言
さ
れ
、
現
在
も
使
徒

信
条
と
共
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

聖
母
が
そ
の
母
の
胎
内
に
み
ご
も
っ
た
瞬

間
か
ら
、
原
罪
を
ま
ぬ
か
れ
て
い
た
こ
と
、

こ
れ
は
聖
子
に
予
定
さ
れ
た
功
徳
を
前
も
っ

て
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
罪
を
ま

ぬ
か
れ
た
の
で
あ
る
。
一
級
大
祝
日
、
典
礼

色
白
色
、
祝
日
は
一
二
月
八
日
。

聖
マ
リ
ア
の
被
昇
天

聖
母
マ
リ
ア
が
、
地
上
の
生
活
を
終
え
て

の
ち
、
そ
の
霊
魂
も
内
身
も
、
天
国
の
光
栄

に
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
、
被
昇
天
は
無
原
罪
の

御
宿
り
の
論
理
的
帰
結
。
原
罪
の
結
果
で
あ

る
死
の
腐
敗
を
ま
ぬ
か
れ
、
天
に
あ
げ
ら
れ

た
こ
と
。
一
九
五
〇
年
教
皇
ピ
ウ
ス
一
二
世

ぶ

ど

う

園
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砲
撃
、
時
々
あ
り
。

二
〇
〇
八
年

イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
六
〇
年
、

イ
ス
ラ
エ
ル
に
逐
わ
れ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民

発
生
、「
ナ
ク
バ
」
（
大
惨
事
）
六
〇
年
。
和

平
後
の
最
大
問
題
は
、
レ
バ
ノ
ン
在
住
の
難

民
の
窮
状
の
解
決
で
あ
る
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

近
況
報
告

滝
沢
陽
一

二
〇
〇
七
年
十
二
月
四
日
ー
一
〇
日
、
相

模
原
病
院
（
旧
国
立
）
に
入
院
。
Ｘ
線
写
眞

で
、
心
臓
の
ま
わ
り
か
ら
か
ら
だ
中
に
水
が

た
ま
っ
て
い
た
の
で
、
人
工
透
析
の
時
と
判

断
さ
れ
、
一
一
日
、
相
模
台
病
院
に
転
院
さ

せ
ら
れ
、
翌
日
、
シ
ャ
ン
ト
造
設
手
術
を
右

腕
に
さ
れ
ま
し
た
。
十
二
月
二
二
日
（
土
）

ま
で
静
養
、
退
院
。
二
三
日
ク
リ
ス
マ
ス
礼

拝
に
て
聖
餐
式
司
式
。
以
来
、
外
来
診
察
に

通
い
、
食
事
療
法
も
怠
ら
ず
、
元
気
に
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
体
の
中
で
は
腎
炎
が
進
ん

で
お
り
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
の
数
値
も
あ
が
り
、

二
〇
〇
八
年
五
月
七
日
相
模
台
病
院
に
入
院
、

八
日
よ
り
人
工
透
析
セ
ン
タ
ー
に
通
い
始
め
、

一
週
三
日
、
一
回
二
、
三
、
四
時
間
と
体
を

な
ら
し
、
五
月
二
八
日
退
院
。
二
九
日
（
木
）

よ
り
火
、
木
、
土
曜
日
、
二
時
半
ー
六
時
半
、

通
院
、
透
析
を
受
け
て
い
ま
す
。
右
腕
裏
に

二
箇
所
、
針
を
さ
さ
れ
、
管
に
つ
な
が
れ
固

定
、
左
右
に
少
し
動
か
せ
、
体
は
仰
向
け
か

右
下
で
、
い
ろ
い
ろ
、
も
ぞ
も
ぞ
楽
な
姿
勢

を
と
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
四
時
間
、
や
は

り
長
い
で
す
。

外
見
は
元
気
で
、
や
せ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た

が
、
透
析
食
も
カ
ロ
リ
ー
は
し
っ
か
り
取
ら

ね
ば
な
ら
ず
、
外
出
は
あ
ま
り
し
ま
せ
ん
が
、

週
三
日
、
午
後
病
院
で
仕
事
が
あ
る
と
い
う

気
分
で
、
透
析
が
日
常
化
さ
れ
れ
ば
よ
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
治
枝
が
食
事
、
付
添
い
を

は
じ
め
、
生
活
の
す
べ
て
の
面
に
気
を
く
ば

り
、
助
け
て
く
れ
ま
す
の
で
、
有
難
く
感
謝

し
て
い
ま
す
。

透
析
は
中
断
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
透
析

で
き
な
く
な
っ
た
時
が
、
人
生
の
終
り
で
す

か
ら
、
こ
の
度
、
病
気
を
直
そ
う
と
い
う
の

で
な
く
、
自
分
の
人
生
の
最
期
が
こ
の
姿
で

終
る
こ
と
が
明
ら
か
に
示
さ
れ
ま
し
た
の
で

か
え
っ
て
平
安
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
身
を
横
た
え
て
眠
り
、
わ
た
し
は
ま
た

目
覚
め
ま
す
。
主
が
支
え
て
い
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
」（
詩
篇
三
・
六
）

「
御
心
の
ま
ま
に
」
（
マ
タ
イ
二
六
・
三
九
）

追
記
（
七
月
九
日
）

毎
日
の
生
活
は
右
の
通
り
、
起
居
動
作
、

一
見
、「
健
常
者
」
と
変
り
な
く
過
ご
し
て
お

り
ま
す
が
、
「
身
体
障
害
者
手
帳
」（
一
級
）

を
い
た
だ
き
、
少
し
く
緊
張
し
て
お
り
ま
す
。

ヒ
ル
テ
ィ
『
眠
ら
れ
ぬ
夜
の
た
め
に
』

第
一
部
（
一
九
〇
一
年
）

四
月
二
十
日

演
劇
人
た
ち
は
よ
く
「
う
ま
い
引
っ
込
み
」

と
い
う
言
葉
を
使
う
が
、
こ
れ
は
、
人
生
の

過
ぎ
去
っ
た
時
期
に
つ
い
て
思
い
出
す
時
に

も
、
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
の
生
涯
に
深
い
交
渉

を
も
っ
て
通
り
過
ぎ
た
人
び
と
の
こ
と
を
思

い
出
す
場
合
に
も
、
意
義
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
よ
く
も
悪
く
も
あ
ら
ゆ
る
出

来
事
か
ら
、
正
し
い
、
気
品
あ
る
態
度
で
別

れ
を
告
げ
、
最
後
に
は
人
生
そ
の
も
の
か
ら

も
「
立
派
な
」
別
れ
を
す
る
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
っ
と
も
、
わ
れ
わ
れ
自
身
そ
う
い
う
引

っ
込
み
を
見
出
し
か
ね
て
い
る
と
、
わ
れ
わ

れ
の
敵
側
が
か
え
っ
て
そ
れ
を
与
え
て
く
れ

る
こ
と
も
、
し
ば
し
ば
起
こ
る
も
の
で
あ
る
。

（
カ
ー
ル
・
ヒ
ル
テ
ィ
。
一
八
三
三
年
―

一
九
〇
九
年
。
ス
イ
ス
の
哲
学
者
、
法
律
、

政
治
学
者
。
実
際
家
で
あ
る
と
共
に
読
書

家
で
あ
り
、
こ
の
瞑
想
録
は
世
界
中
で
今

日
も
な
お
読
ま
れ
、
版
を
重
ね
て
い
る
。
）
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類
の
た
め
に
執
り
成
す
霊
的
な
母
で
あ
る
、

お
と
め
マ
リ
ア
」
と
主
張
し
、
前
述
の
こ
の

合
意
以
前
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
マ
リ
ア
崇

敬
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
）
。

執
り
成
し

ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
の
最
後
の
句
は
、
「
罪
び

と
と
な
る
わ
れ
ら
の
た
め
に
、
今
も
臨
終
の

と
き
も
祈
り
た
ま
え
。ア
ー
メ
ン
。
」
と
あ
る
。

「
神
は
唯
一
で
あ
り
、
神
と
人
と
の
間
の

仲
介
者
も
、
人
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
た
だ
お
ひ

と
り
な
の
で
す
」（
Ⅰ
テ
モ
テ
二
・
五
）
。

「
こ
の
方
（
キ
リ
ス
ト
）
は
常
に
生
き
て

い
て
、
人
々
の
た
め
に
執
り
成
し
て
お
ら
れ

る
の
で
、
御
自
分
を
通
し
て
神
に
近
づ
く
人

た
ち
を
、
完
全
に
救
う
こ
と
が
お
で
き
に
な

り
ま
す
」
（
ヘ
ブ
ラ
イ
書
七
・
二
五
）
。

聖
書
に
は
こ
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
の

に
、
こ
こ
で
は
マ
リ
ア
が
キ
リ
ス
ト
に
代
わ

る
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
七
年
合
意
の
結
論

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
委
員
会
の
協
議
に

も
か
か
わ
ら
ず
、「
被
昇
天
」
「
無
原
罪
の
宿

り
」
の
教
義
を
合
意
後
も
撤
回
せ
ず
、
ま
た

前
述
の
よ
う
な
回
勅
も
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇

七
年
末
日
本
語
訳
が
出
版
さ
れ
た
、
ロ
ー

マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
・
聖
公
会
国
際
委
員

会
の
『
マ
リ
ア
―
―
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
恵

み
と
希
望
』
文
書
の
中
で
、
大
き
な
進
展
を

見
せ
て
い
る
。

マ
リ
ア
の
教
義
は
聖
公
会
、
さ
ら
に
そ
れ

を
経
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
と
が
、
「
わ
た
し
が
一
つ
で
あ
る

よ
う
に
、
彼
ら
も
一
つ
に
な
る
た
め
で
す
」

（
ヨ
ハ
ネ
一
七
・
二
〇
）
と
の
主
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
祈
り
、
「
平
和
の
き
ず
な
で
結

ば
れ
て
、
霊
に
よ
る
一
致
を
保
つ
よ
う
に
努

め
な
さ
い
。
体
は
一
つ
、
霊
は
一
つ
で
す
。

主
は
一
人
、
信
仰
は
一
つ
、
洗
礼
は
一
つ
、

す
べ
て
の
も
の
の
父
で
あ
る
神
は
唯
一
で
あ

る
」
（
エ
フ
ェ
ソ
書
四
・
四
）
と
の
世
界
教
会
、

教
会
再
一
致
へ
の
動
き
の
一
つ
の
大
き
な
障

害
な
の
で
あ
る
。
一
つ
の
教
会
を
目
指
す
神

学
者
そ
し
て
信
徒
は
、
「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」

と
心
や
す
ら
か
に
歌
っ
て
は
お
ら
れ
な
い
の

が
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
神
学
の
一
つ
な
の
で

あ
る
。

両
者
の
合
意
文
書
の
結
論
を
紹
介
す
る
。

⑴
マ
リ
ア
の
役
割
に
関
す
る
い
か
な
る
解

釈
も
、
キ
リ
ス
ト
が
唯
一
の
仲
介
者
で
あ
る

こ
と
を
不
明
瞭
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

⑵
マ
リ
ア
に
つ
い
て
の
い
か
な
る
考
察
も

キ
リ
ス
ト
と
教
会
に
関
す
る
教
理
と
結
ば
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑶
わ
れ
ら
れ
は
祝
福
さ
れ
た
お
と
め
マ
リ

ア
を
「
テ
オ
ト
コ
ス
」
、
受
肉
し
た
神
の
母
と

認
め
、
マ
リ
ア
の
祝
日
を
守
り
、
諸
聖
人
の

中
で
マ
リ
ア
に
栄
誉
を
帰
す
る
。

⑷
マ
リ
ア
は
恵
み
に
よ
っ
て
、
わ
れ
ら
れ

の
贖
い
主
の
母
と
な
る
た
め
に
準
備
さ
れ
た
、

マ
リ
ア
自
身
、
こ
の
贖
い
主
に
よ
っ
て
贖
わ

れ
、
栄
光
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
。

⑸
わ
れ
ら
れ
は
マ
リ
ア
を
、
す
べ
て
の
キ

リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
の
聖
性
、
信
仰
、
従
順

の
模
範
と
認
め
る
。

⑹
マ
リ
ア
は
教
会
を
表
す
預
言
的
な
姿
で

あ
る
と
み
な
し
う
る
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争
史
（
４
）

一
九
九
三
年

イ
ス
ラ
エ
ル
と
Ｐ
Ｌ
Ｏ
が

相
互
承
認
。
ア
ラ
フ
ァ
ト
が
自
治
区
内
で
初

代
議
長
に
な
る
。

二
〇
〇
三
年

米
国
の
提
案
を
承
認
、
イ

ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
二
国
家
共
存
を

両
国
が
受
諾
。

二
〇
〇
四
年

ア
ラ
フ
ァ
ト
議
長
死
去
。

二
〇
〇
五
年

ア
ッ
バ
ス
新
議
長
。
イ
ス

ラ
エ
ル
、
ガ
ザ
撤
退
。
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区

は
ガ
ザ
（
南
部
海
岸
一
帯
）
と
ヨ
ル
ダ
ン
河

以
西
に
分
か
れ
、
ガ
ザ
は
ハ
マ
ス
（
イ
ス
ラ

ム
原
理
主
義
組
織
）
が
支
配
、
イ
ス
ラ
エ
ル

軍
と
常
に
攻
撃
、
報
復
を
く
り
返
す
。
ハ
マ

ス
、
自
治
政
府
を
支
配
。

現
在
。
ガ
ザ
の
封
鎖
解
除
。
完
全
和
平
に

向
か
い
つ
つ
も
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の


